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入園、進級から２カ月が経とうとしています。初めての集団生活でお家の方と泣いて離れられなかった子も園の

生活が分かってきました。そして進級した子も新しい保育室、新しい担任、新しい生活に慣れてきて、子どもたち

が自分から動き出し、遊び出すようになってきました。 

 ０・１歳児の子ども達は、先生に抱っこやおんぶをいっぱいしてもらって安心する気持ちがたくさんになってき

ました。自分で見つけたものや友達が持っているものなど、興味を持つとどんどん手を伸ばします。 
２歳児の子ども達は、遊んでいる時のお話が盛んになってきました。一人一人はそれぞれで遊んでいますが「友

達の近くが楽しい」と感じているようです。 
年少の子ども達は、見つけた虫に夢中になったり、水遊びが盛んになってきたり、見たものに好奇心いっぱいで

かかわります。やりたいことをやりたいようにやってみて、楽しい！をいっぱい味わっています。 
広い園庭で遊べるようになって外で遊ぶことが楽しみな年中の子ども達は、友達と一緒に二人乗り三輪車に乗っ

たり、花や絵の具を使って色水を作ったり、友達と一緒に楽しさを共有することで会話もはずみます。 
そして、はりきった気持ちでスタートした年長組。遊ぶことに忙しい上に、当番の仕事があったり、ちびっこ消

防士になってほしいと言われたりして大忙し。でも「一番大きい組だから！」という自覚が表情にあふれています。 
日によっては、汗がにじむくらいの気候になってきました。着ている服が軽くなった子どもたちは、これからま

すます躍動的になること間違いなしです。健康状態に注意しながら、安心して遊び込める環境を作り、また子ども

たちの笑顔があふれ、園がしっかりとした安心基地になれるよう努力を続けていきます。 
 

各種健康診断が始まっています 

【内科健診】 園医：小野沢医院   ●５月20（月）・21日（火）    
【尿 検 査】 ●第1回：５月24日（金） ●第２回：６月７日（金）※第1回未提出者のみ 

【歯科検診】 園医：水野歯科医院  ●６月７日（金） 

※それぞれの検査結果は後日お知らせします。 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

どきゅの本質は、子どもの学びの記録を通して対話を行うツール 
子どもにとって生活は“遊びそのもの”。なんでも遊びにしてしまいます。「面白そう」「やってみたい」「これ、 
 
 

≪おしらせ≫ 

● 年少児の保護者の方も南駐車場をご利用いただけます。 

・混雑する時間帯がありますので、時間に余裕がある方は、どの学年でも北駐車場を利用してくださると緩和されます。 

・８時 40 分～８時 50 分が込み合います。８時 30 分～８時40 分の登園がおすすめです。 

・お子さんの朝の様子により離れることに時間がかかりそうな場合は北駐車場をご利用ください。西門から登園してく

ださってかまいません。 

さくらこども園だより 

先生たちのドキュメンテーション（子どもの育ちのエピソード記録）を掲示します 

 
子ども達の生活は“遊びそのもの”です。「おもしろそう！」「なんだろう？」と思ったことは、見て触っ

てやってみて、なんでも遊びにしてしまいます。 
担任達が、そんな子どもの姿を思い返し、どんなことに興味関心があったのか、そこにどのような学び

や育ちがあったか深く探るため、ドキュメンテーション（写真を使った子どもの育ちのエピソード記録）

を作成しています。子どもの育ちや学びの場面を視覚的に振り返り、子どもの姿や興味関心などからより

よい保育を目指すものです。 
「保育者の質を上げる」ための記録ですが、子ども達の遊びの中にあふれている育ちや学びと保育者が

大事にしていることを知っていただけると思いますので、６月から掲示します。お子さんのクラスや学年

以外のものも見ていただけると、０歳児から５歳児までの育ちや学びや、それがつながって子ども達が大

きくなっていくことがご理解いただけるかと思います。 

※クラス担任が作成したものは、おたよりと同様に配布します。 

 

【掲示場所】 正面玄関・西門からの出入り口   【更新】月1回程度 

【お 願 い】・「保護者の方向けの写真付きおたより」とは性格が異なるものですので、どのお子さんも

写真に載るというものでないことをご承知おきください。 


